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日
時
平
成
七
年
六
月
十
五
日
（
木
）

場
所
京
都
府
立
総
合
資
料
館

開
会
に
際
し
て
、
高
向
洋
祐
京
図
連
協

会
長
、
会
場
館
で
あ
る
京
都
府
立
総
合
資

料
館
上
坂
淳
二
館
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、
つ

づ
い
て
京
都
府
立
図
書
館
高
木
多
喜
男
館

長
か
ら
府
立
図
書
館
状
況
に
つ
い
て
の
報

告
を
合
わ
せ
た
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇

会

長

挨

拶

◇

本
年
は
国
内
に
お
い
て
、
色
々
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
。
ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ソ
ド
で
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
が
実
施

さ
れ
、
毎
年
計
画
的
に
外
国
か
ら
米
を
輸

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

一
月
十
七
日
の
阪
神
大
震
災
そ
し
て
多
く

の
図
書
館
の
被
災
、

二
月
に
は
地
下
鉄
サ

リ
ソ
事
件
そ
の
後
に
お
け
る
オ
ウ
ム

一
色

の
テ
レ
ビ
報
道
、
又
特
に
経
済
不
安
の
長

期
化
状
況
は
図
書
館
の
整
備
や
在
り
方
に

も
及
ん
で
お
り
、
各
図
書
館
の
中
で
も
真

剣
に
議
論
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

―
つ
に
は
、
阪
神
大
震
災
の
教
訓
を
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
ゆ
く
か
。

二
つ
に
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
め
る

か
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ア
副
大
統
領
が
世
界
を

イ
ソ
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
結
ぶ
計
画
を
発
表
し

て
か
ら
、
ど
の
分
野
で
も
急
速
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
ま
せ
る
状
況
に
あ
る
。

午
後
の
事
例
発
表
を
聞
く
中
で
、
こ
う

し
た
内
外
の
状
況
も
ふ
ま
え
、
自
分
逹
の

図
書
館
で
は
今
何
を
な
す
べ
き
か
を
お
互

い
に
研
究
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
。

◇

総

会

議

事

◇

総
会
は
、
議
長
に
府
立
総
合
資
料
館
の

中
川
正
己
氏
を
選
出
。
定
足
数
を
満
し
て

（
五
十

一
館
の
う
ち
四
十
六
館
の
出
席
及

び
委
任
状
）
総
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
議
事
が
進
行
し
、
報
告
・
議
案
が

承
認
さ
れ
た
。

概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

進
む
図
書
館
の
建
設
・
相
互
協
力

事
務
局
か
ら
六
年
度
会
務
報
告

・
専
門

委
員
会
報
告
・
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ

た
。
特
に
「
京
都
府
内
の
図
書
館
を
め
ぐ

る
動
き
」
と
し
て
、
六
年
七
月
の
井
手
町

図
書
館
の
開
館
に
つ
づ
き
京
都
市
岩
倉
図

書
館
の
開
館
（
七
年
四
月
）
、
七
年
度
中

に
城
陽
市
、
宇
治
田
原
町
が
開
設
予
定
に

あ
り
、
そ
し
て
山
城
町
に
お
い
て
も
建
設

の
具
体
化
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

近
い
将
来
に
は

三
な

い
し
四
町
が
図
書
館

事
業
予
算
五
十

一
万
六
千
円
（
昨
年
度

よ
り
四
万
四
千
円
増
）
に
よ
り
、
総
会
、

理
事
会
、

実
務
研
修
会
（

一
泊
研
修
）

、

相
互
協
力
事
業
、
会
報
の

A
四
判
化
、
日

本
図
書
館
協
会
評
議
員
会
へ
会
長
派
遣
、

第
五
回
京
都
図
書
館
大
会
の
開
催
等
に
対

応
し
て
ゆ
く
、
さ
ら
に
今
後
の
事
業
の
拡

充
に
向
け
て
、

三
年
越
し
に
な
る
市
町
村

法
令
外
負
担
金
増
の
申
請
を
引
続
き
行
う

等
。

事

業

計

画

建
設
計
画
を
も
つ
状
況
に
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
注
目
さ
れ
た
。

ま
た
、
六
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た

「
F
A
X
版

W
A
N
T
E
D
」
に
よ
り
府

内
図
書
館
蔵
書
が
有
効
的
に
活
用
さ
れ
る

体
制
が
軌
道
に
の
り
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
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従
来
、
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、

「
京
図
連
」
と
「
京
図
協
」
の

二
つ

の
呼
称
が
あ
り
混
乱
を
招
い
て
い
た
の
で

会
則
第

一
条
を
改
正
し
統

一
を
期
し
た
も

の。◇
七
年
度
被
表
彰
者
◇

松
本
優
子
（
宇
治
市
東
宇
治
図
書
館
）

田
中
満
喜
子
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

竹
久
明
子
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

吉
田
麻
由
美
（
宮
津
市
立
図
書
館
）

佐
々
木
栄
江
（
京
都
市
山
科
図
書
館
）

山

本

悦

久

（京
都
市
東
山
図
書
館
）

高
畠
博
子
（
京
都
市
右
京
図
書
館
）

藤

阪

正

弥

（京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

村
上
敏
明
（
京
都
市
向
島
図
書
館
）

い
ず
れ
も
、
公
共
図
書
館
勤
務
歴
が

年
か
ら
十
四
年
に
な
る
方
々
。

◇

事

例

発

表

◇

◎

「
京
都
市
の
図
書
の
リ
サ
イ
ク

ル
に

つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
京
都
市
醍

醐
図
書
館
の

三
家
多
賀
成
氏
が
発
表
。

昨
年
秋
の
十
月
に
、
京
都
市
図
書
館

が
行
っ
た
、
廃
棄
す
る
図
書
の
中
か
ら

ま
だ
利
用
の
で
ぎ
る
図
書
約
六
千
冊
を
、

児
童
館
、
学
童
保
育
所
、
福
祉
施
設
等

の
公
的
施
設

・
団
体
に
よ
び
か
け
、
無

償
で
譲
渡
す
る
第

一
回
図
書
リ
サ
イ
ク

ル
会
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
経
過
と
結

果
、
意
義
、
問
題
点
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

◎

田

辺
町
立
図
書
館
か
ら
大
槻
政
美
氏

が
昨
年
更
新
導
入
し
た
電
算
、
ソ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
説
明
と
更
新
に
あ
た
っ
て

留
意
し
た
こ
と
、
更
新
後
よ
く
な
っ
た

こ
と
や
本
年

一
月
に
設
置
し
た
視
覚
障

害
者
用
開
放
端
末
（
健
常
者
兼
用
）
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

◎

舞
鶴
市
立
西
図
書
館
か
ら
は
和
田
朋

子
氏
が
「
児
童
サ
ー
ビ
ス
い
ま
こ

れ
か
ら
」
と
題
し
て
選
書

・
配
架

・
行

事
等
に
つ
い
て
自
館
に
お
け
る
現
状
と
、

個
人
的
な
体
験
や
自
主
的
サ
ー
ク
ル
に

お
け
る
学
習
の
中
か
ら
学
ん
で
考
え
た

こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
今
日
の

心
境
を

熱
っ
ぽ
く
話
さ
れ
た
。

◎

六

年

度

に

京
図
連
協
に
加
入
さ
れ
た

和
束
町
体
験
交
流
セ
ソ
タ
ー
か
ら
の
報

告
で
発
表
者
は
社
会
教
育
主
事
と
し
て

図
書
サ
ー
ビ
ス
に
も
携
わ

っ
て
い
る
伏

井
俊
弘
氏
。

平
成
二
年
七
月
に
旧
府
立
高
校
分
校

を
改
造
し
た
施
設
内
に
、
府
立
図
書
館

の
広
域
貸
出
事
業
を
受
け
て
オ
ー
プ
ソ

し
た
図
書
室
の
設
置
経
過
及
び
利
用
状

況
と
、

一
日
も
早
く
図
書
館
や
公
民
館

の
建
設
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
る
小
さ
な
町
な
ら
で
は
の
様
子
を

楽
し
く
聞
か

せ
て
く
れ
た
。

新

藤

村

英

子

（
峰
山
町
立
図
書
館
長
）

旧

下

戸

明
夫

理

事

新

三
家
多
賀
成

（
研
修
研
究
委
員
長
）
（
京
都
市
醍
醐
図
書
館
長
）

旧

村

上

敏

明

理

事

新

川
野

並

子

（
相
互
協
力
委
員
長
）
（

京
都
府
立
図
書
館
）

旧

岡

田

友

明

新

久

保

恒

男

（
京
都
市
中
央
図
書
館
長
）

旧

北
川

恵

三

◆
新
館
長
紹
介

京
都
市
中
央
図
書
館

久

保

恒

男

同

北
図
書
館

早

野

潔

同

左

京
図
書
館

長

積

美

智

子

同

西

京

図

書
館

駒

井

孝

次

同

向

島

図

書

館

原

田

正

彦

同

岩

倉

図

書

館

増

田

邦

雄

八
幡
市
立
八
幡

市

民

図

書

館

澤

井

昭

子

八
幡
市
立
男
山
市
民
図

書

館

澤

井

昭

子

精
華
町
立
図
書
館

澤

田

種

治

福
知
山
市
立
日
新
図
書
館

内

田

克

朗

峰
山
町
立
図
書
館

藤

原

英

子

顧

問

副
会
長

◆
人
事
異
動
に
伴
う

京
図
連
協
役
員
異
動
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府

立

図

書

館
受
難
？

府
立
図
館
の
蔵
書
整
理
休
館

に
引
き
続
き
、
四
月

二
十
八
日
付

の
F
A
X
通
知
に
よ
る
『
臨
時
休

館
及
び
休
館
中
の
市
町
村
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
』
が
当
館
に
届
き、

「
う
む
？
」
と
考
え
て
お
り
ま
す

と
、
翌
二
十
九
日
の
京
都
新
聞
が

報
じ
る
府
立
図
書
館
記
事
で
あ
り

ま
す
。
こ
の

F
A
X
通
知
と
新
聞

記
事
を
読
ん
で
、
ど
う
し
た
ん
だ

ろ
う
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
の

思
い
を
抱
い
た
府
内
の
図
書
館
員

は
わ
た
く
し
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

折
し
も
京
都
府
南
部
図
書
館
等

連
絡
協
議
会
（
南
図
協
）
は
総
会

及
び
研
修
会
を
開
催
し
た
の
で
す

一
が
、
席
上
、
府
立
図
書
館
の
異
常

―

事
態
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

”ヽ

一
方
、
京
図
連
協
総
会
も
六
月

十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
冒
頭
に
高

木
府
立
図
書
館
長
が
府
立
図
書
館

の
状
況
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
文

書
で
は
な
く
、
な
ま
の
説
明
を
聞

く
こ
と
で
先
の
「
う
む
？
」
は
い

く
ら
か
晴
れ
た
よ
う
で
す
。

今
日
、
府
立
図
書
館
の
主
要
機

能
と
し
て
、

市
町
村
図
書
館
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
わ
た
く
し
た
ち
市
町

村
図
書
館
は
必
然
的
に
非
常
事
態
に
陥
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
以
前
、
京
都
府
社

会
教
育
委
員
会
議
の
中
間
報
告
の
中
で
、

府
立
図
書
館
新
館
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ

た
こ
と
を
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
思
い
出
し

ま
す
。
他
府
県
で
は
す
で
に
着
実
に
進
歩

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
機
会
に
次
代

を
に
な
う
真
の
府
立
図
書
館
に
な
る
よ
う
、

新
た
な
ス
タ

ー
ト
が
き
ら
れ
る
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

（
八
幡
市
立
男
山
市
民
図
書
館

仁
科
晴
夫
）

＊
参
考
＊

六
月
二
十
日
付
府
立
図
書
館
か
ら

市
町
村
へ
の
通
知
文

府
立
図
書
館
（
本
館
）

の
再
開
館
に
つ
い
て

府
立
図
書
館
（
本
館
）
で
は
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
で
建
物
の

一
部
箇
所
に
被
害

を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
建
物
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

二
、
三
階
に

つ
い
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

安
全
性
の
高
い

一
階
で
業
務
を
行
う
こ
と

と
し
、

五
月
一
日
（
月
）
か
ら
館
内
模
様

替
え
等
の
た
め
臨
時
休
館
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
下
記
の
と
お
り
再
開
館
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コ
ニ＝
ロ

、
再

開

館

日

七

月
三
日
（
月
）

A

開

館
時
間

・
休
館
日
は
従
前
ど
お
り
＞

界
都
市
で
十
六
館
目
の
図
書
館
と
な
る

岩
倉
図
書
館
が
四
月
十
八
日
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
岩
倉
に
オ
ー

プ
ソ
し
ま
し
た
。

鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り
部
木
造
平

屋
建
て
で
広
さ
約
五
百
六
十
平
方
メ
ー
ト

ル
。
外
観
を
民
家
風
に
し
て
石
庭
を
設
け
、

ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。
館
内
に

一
歩
足
を
踏
み
い
れ
る
と
、

書

架
を
は
じ
め
、
天
井
、
床
、
そ
の
他
の
家

P—’、 (3) (2) (1) 

再
開
館
後
の
市
町
村
サ
ー
ビ
ス

協
力
貸
出
従
前
ど
お
り
実
地

資
料
相
談
従
前
ど
お
り
実
施

連
絡
協
力
車

八
月
か
ら
府
北
部

（
中
丹
以
北
）

へ
の
巡
回
を
月
二
回
（
現
行
：

回
）
に
増
便
す
る
予
定

倉

図

書

館

オ

ー
プ
ン

月

具
す
べ
て
が
木
や
木
調
で
ま
と
め
ら
れ
、

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
だ
け
の
建
物
で
は
味
わ
え

な
い
木
の
温
か
さ
や
優
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
光
を
ふ
ん
だ
ん
に
採
り
入
れ
た

明
る
い
図
書
室
は
、
遊
び
心
を
も
っ
て
楽

し
く
本
と
触
れ
合
っ

て
み
た
く
な
る
カ
ー

ペ
ッ
ト
敷
き
の
幼
児
コ
ー
ナ
ー
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
な
か
で
じ
っ
く
り
本
が
読

め
る
庭
園
の
見
え
る
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
の

び
の
び
し
た
気
持
ち
で
新
聞

・
雑
誌
な
ど

が
読
め
る
プ
ラ
ウ
ジ
ソ
グ
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

受
付
け
カ
ウ
ソ
タ
ー
は
、
丸
味
を
も
た

せ
て
や
わ
ら
か
な
印
象
を
与
え
て
い
る
の

も
特
長
の

―
つ
で
す
。

開
館
時
は
約

一
万
冊
で
ス
タ
ー

ト
、
最

終
的
に
四
万
冊
を
そ
ろ
え
た
い
と
考
え

て

い
ま
す
。

地
域
図
書
館
で
は
初
め
て
中
央
図
書
館

と
オ

ソ
ラ
イ
ソ
化
し
、
同
館
の
蔵
書
の
検

索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
端
末
は
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
タ

ッ
チ

パ
ネ
ル
式
で
、
だ
れ
で
も
手
軽
に
検
索
で

き
る
の
で
利
用
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

人
と
出
会
い
、
く
つ
ろ
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
活
発
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

”
暮
ら
し
に
役
立
つ

図
書
館
“
と
し

て
地
域

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
図
書
館
を
目
標

に
、
今
後
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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国
国
〕
面
〕
R
園
〕
面
）

宇
治
田
原
町
中
央
公
民
館
図
書
室

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
に
、
今

年
度
よ
り
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
宇
治
田
原
町
中
央
公
民
館
図
書
室
」
で

す
。当
図
書
室
は
町
中
央
公
民
館
の
玄
関
ホ
ー

ル
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
住
民

一
万
人
弱

に
対
し
蔵
書
数
は

一
万
と
少
し
、
利
用
登

録
者
数
も
七

0
0名
弱
と
い
う
大
変
小
規

模
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
図
書
室
も
現
在

建
設
中
の

「
宇
治
田
原
町
立
図
書
館
（
町

総
合
文
化
セ
ソ

タ
ー
内
）
」
の
開
館
に
向

け
て
準
備
の
た
め
閉
室
状
態
で
あ
り
、
府

立
か
ら
お
借
り
し
て
い
る
貸
出
文
庫
で
臨

時
貸
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。
規
模
は
今
ま

で
以
上
に
縮
小
さ
れ
た
も
の
の
、
近
く
の

小
学
生
た
ち
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
顔
を

覗
か
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

新
設
図
書
館
で
は
住
民
の
方
々
の
身
近

な
学
習
の
場
、

又
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ソ

・

情
報
交
換
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
よ
り
充
実
し
た
図
書
及
び

A

＞
資
料
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

来
春
の
開
館
を
ひ
か
え
、
利
用
者
に
喜

ば
れ
る
図
書
館
づ
く
り
、
又
開
か
れ
た
図

書
館
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ピ
ー
ア
ー
ル

活
動
に
も
今
後

一
層
力
を
そ
そ
い
で
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◎
相
互
協
力
委
員
会

門）；：Oり］：。〈員
しりの定相催 い方 会 に れの 誌---,貸の た 会 政委 長長 動あ 会
まてよ現で 互 す秋まにでつ F ま検総 京借今 F で 平美員に 川にりで 平
たゆい状す協るにすつもい A し討 合都実後 A は成氏が‘野 伴ま は成
実 き方を ゜力 とは ゜い ‘て X た が目府態に X‘ 六に ‘田並いし ‘七
態た向出各担と相 て問は版 ° ‘録公調つ版六年交北辺子 ‘た 二 年
調いをし図当も互 の合 ‘---, 課 ← 共査ぃ→年度代川中氏府゜名度
査と見あ書者 Vミ協 意わ先 W 題補図実て W 度のし智央が立岡 の‘
‘考いい館会 力 見せ日 A と正 書施の A か相ま 子図相 図田委相
目え出な ‘議 必委 が資行 N し版館の検 N ら互し氏書互書委員互
録 てすが 読を要

v:: 
員 出料わ T て に新為討 T 実 協たか館協館 員 の協

追;‘努ら 書開了会 さのれ E あ つ聞闊 ‘E施力 ゜らか力閲長交力
録
す
力‘施く応を れあた D げい ・ 相 D さ 委 大ら委覧 の替委

に 。をよ設予〔開 てり総 ← らて雑備互←れ員 槻の 員課異 が 員

◎
研
修
研
究
委
員
会

今
年
度
の
事
業
計
画
の
詳
細
を
検
討
す

る
第

一
回
の
研
修
研
究
委
員
会
は
、
七
月

六
日
に
開
か
れ
、

は
じ
め
に
、
次
の
よ
う

な
委
員
の
交
替
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

田

辺

町

藤

井

洋

子

▽

釘

本

容

子

木
津
町

生
澤

誠

一
▽

山

岡

孝

行

精

華

町

坂

田

智

子

▽

鎌

田

政

子

峰

山

町

下

戸

明
夫
▽
藤
原
恵
美
子

京

都

府

西

村

隆

▽

長

谷

川
芳

一

京
都
市

村

上

敏
明
▽

三
家
多
賀
成

討
議
の
結
果
、
基
本
的
に
は
、
昨
年
の

方
針
に
沿
っ
て
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
が
、

今
年
度
は
、
次
の
点
に
留
意
し

て
事
業
を
す
す
め
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的

な
ご
提
言
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
利
用
者
の
中
に
障
害
者
が
い
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
い
ま
欠
け
て
い
て
、

日
常
的
に
や
れ
る
こ
と
を
追
求
し
た
い
。

②
事
業
を
具
体
化
す
る
際
、
館
員
の
経

験
年
数
等
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
有
益
な
よ
う
に
企
画
し
て
い
く
。

③

将

来

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
際

に
土
台
と
な
る
理
想
的
な
か
た
ち
は
ど

ん
な
も
の
か
を
小
委
員
会
で
ま
と
め
る
。

④
児
童
青
少
年
の
分
野
で
は
、
絵
本
の

選
書
を
と
り
あ
げ
て
、
研
修
会
を
開
催

す
る
(
+

•

十
ニ
・

ニ
月
を
予
定
）

。

⑤

実

務

（

泊

）

研

修

は

、
十

一
月
中

つ
い
て
も
こ
れ
ら
の
会
議
の
中
で
、
十
分

検
討
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

に
「
カ
ウ
ソ
タ
ー
業
務
」
を
テ
ー
マ
に

亀
岡
市
ま
た
は
京
都
市
で
開
催
す
る
。

⑥

京

都
図
書
館
大
会
の
企
画

・
運
営
な

ど
を
含
め
、
研
修
研
究
関
連
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
広
く
提
言
を
求
め
、
そ
れ

ら
を
生
か
す
よ
う
に
し
て
実
施
す
る
。

◎
広
報
委
員
会

本

年

度

第

回

会

合

を

六

月

日
、
新

メ
ソ
バ
ー

一
名

（京
都
市
向
島
図
書
館
か

ら
の
委
員
が
、
原
田
正
彦
氏
か
ら
辻
井
善

雄
氏
に
交
替
）
を
迎
え

て
宇
治
市
中
央
図

書
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
会
報
」
は
会
や
加
盟
館
の
動
向
や
職

員
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
出
来
事
の
記
録
的
役
割
も
あ
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
取
材
の
役

割
分
担
を
行
い
、
今
年
度
の
発
行
予
定
、

内
容
、
各
号
の
編
集
会
議
開
催
日
程
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
は
、
総
会
の
議
決

も
得
て

「
会
報
」
は

A
四
サ
イ
ズ
と
な
り

ま
し
た
の
で
活
字
は
大
き
く
見
易
く
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

集

府
立
図
館
の
広
域
貸
出
事
業
に
よ
り
北

部
も
蔵
書
が
充
実
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
で

大
宮
町
、
網
野
町
が
京
図
連
協
加
盟
と
な
り

ま
し
た
。

連
絡
車
も
月
二
回
と
な

っ
て
、
北
部
エ
リ

ア
は
更
に
パ
ワ

ー
ア

ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
我
ら
の
府
立
図
書
館
が
心

配
で
す
ね
。

編

子


